労安様式第16号
平成　　　年　　　月　　　日

河本工業株式会社

　　　　　　　　　　　作業所長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会 社 名　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名　　　　　　　　　　　　　　　　印

安全ならびに衛生に関する誓約書

　貴社統括の工事の施工に当っては、適正な労働者を雇用し、労働基準法，労働安全衛生法，その他関係法令並びに元請・下請関係合理化指導要綱等に基づく使用者（事業者、事業主）としての責務を遂行するとともに、貴社の諸規程並びに、貴社の職員の指示に従い、安全並びに衛生管理に自主、積極的に取り組み、下記の「協力業者安全衛生遵守事項」を忠実に事項することを誓約致します。

記

協力業者の安全衛生遵守事項

１．法令等の遵守

(1) 　協力業者（第二次以下の下請業者も含む。以下同じ）は、労働安全衛生法（以下「安衛法」という）及び関係諸法令に定められた業務及び当社の指示事項を遵守すると共に、安全で快適な職場づくりに協力し、作業員の安全と健康を確保するよう努めなければならない。

(2) 　協力業者が当社より受注した工事の全部又は一部を当社の承諾を得て第二次以下の協力業者に発注するときは、協力業者は当該業者に本遵守事項の徹底をはかると共に、連帯して安全衛生管理の責任を負わなければならない。

(3) 　「作業員の安全衛生心得」を別に定める。

２．安全管理一般

(1) 　協力業者は、当社の災害防止についての必要な措置に協力しなければならない。

(2) 　協力業者は、現場の災害防止のため安全衛生責任者に対して統括安全衛生責任者に協力し、その指示に従わせなければならない。

(3) 　協力業者は、作業員に対し常に安全作業を行うよう指導監督しなければならない。

３．安全衛生管理体制

(1) 　安全衛生責任者

①　協力業者は、現場に常駐する安全衛生責任者を選任し、直ちに「建設業法、雇用改善法等に基づく届出書（変更届）」により統括安全衛生責任者に報告すると共に、安衛法第１６条に定める連絡その他災害防止事項を行わせなければならない。

2 安全衛生責任者は安衛法第６０条に定める職長教育修了者とする。

3 協力業者は、安全衛生責任者が事故その他の事由により職務を行うことができな　　　いときは、代理者を選任しなければならない。

(2) 　安全管理者、衛生管理者

　協力業者は、１現場の労働者が常時５０人をこえる場合には、法の定めるところにより安全管理者並びに衛生管理者を選任し、遅滞なく所轄労働基準監督署に報告すると共に、統括安全衛生責任者に届出書の写しを提出しなければならない。

(3) 　作業主任者

1 協力業者は、作業員を安衛法第１４条に定める業務に就業させる場合は、作業主任者技能講習を修了した者のうちから選任し、「作業員名簿」により統括安全衛生責任者に報告しなければならない。

2 作業主任者の一般職務を別に定める。

(4) 　作業指揮者

　協力業者は、作業員を作業指揮者を必要とする業務に就業させる場合は、作業指揮者を選任し、「作業員名簿」により統括安全衛生責任者に報告するとともに、その者の直接指揮のもとに当該作業を行なわせなければならない。

(5) 　作業所安全衛生協議会

1  協力業者は、安全衛生責任者を作業所安全衛生協議会に必ず出席させなければならない。

2  やむをえない場合は統括安全衛生責任者の許可を得て代理者を出席させることができる。

(6) 　安全ミーティング

　協力業者は、安全衛生責任者、作業主任者又は作業指揮者それぞれに作業開始前若しくは適時安全ミーティングを開催させ、安全な作業方法及び手順を作業員に具体的に周知徹底させるとともに、ＫＹＫ（危険予知活動）を実施させなければならない。

４．教育訓練

(1) 　安全衛生教育

　協力業者は、労働者を雇入れたとき及び労働者の作業内容を変更したときは、所定の安全衛生教育を実施のうえ就業させなければならない。（安衛法第５９条第１項・第２項）

(2) 　特別教育

　協力業者は、安衛法第５９条第３項に定める危険又は有害な業務については、その業務についての安全又は衛生のための特別な教育を終了した労働者を就業させなければならない。

　(3)　職長教育

　　　協力業者は、安衛法第６０条に定める職長教育を行わなければならない。

５．就業制限

(1) 　協力業者は、安衛法第６１条第１項及び第２項に定める業務については適格者を指名し、免許証又は修了証を提示して統括安全衛生責任者の承諾を受けなければならない。

(2) 　当該業務に従事中は、安衛法第６１条第３項の定めにより免許証又は修了証を携帯していなければならない。

(3) 　協力業者は、中高年令者、重度の成人病所見者、身体障害者等特に配慮を必要とする者の就業にあたっては、これらの者の心身の条件に応じた適正な配置に努めなければならない。

６．健康管理

　協力業者は、常時使用する作業員に対し、雇入時及び定期に健康診断を実施し、常に作業員の健康状態を具体的に把握し、適正配置に心掛けなければならない。（安衛則第４３条、第４４条）

７．作業員の配置

(1)　協力業者は、技能，経験，安全衛生意識等を考慮して作業員を配置し、就業することが著しく不適当と認められる者は交替させなければならない。

(2)　協力業者は、作業員名簿を現場に備え付け、作業員を常時適正に管理しなければならない。

(3) 　年少者については、年令を証明する住民票等を備え付けなければならない。

８．安全作業基準

(1) 　保護具・工具

1 　協力業者は、作業員の使用する保護具・工具等を常に点検整備しなければならない。

2 　協力業者は、作業員に対し保護帽、安全帯等法令に定められた保護具を必ず着用させ、その正しい使用方法を作業員に徹底させなければならない。

3 　協力業者は、海上（水上）作業においては作業員に対し救命胴衣を必ず着用させなければならない。

(2)　足場脚立、脚立、足場板

　協力業者は、足場脚立、脚立又は足場板の使用について常に作業員に教育を行い、適正に使用させなければならない。

(3)　荷上げ、荷おろし作業

　協力業者は、荷上げ、荷おろし作業を行う場合、運転，信号，合図，玉掛け等について正しい作業方法で行わなければならない。

(4)　玉掛け作業

①　協力業者は、クレーン等で吊り上げ荷重１トン以上の玉掛け作業については、技能講習修了者でなければ就かせてはならない。

②　協力業者は、クレーン等で吊り上げ荷重１トン未満の玉掛け作業については、特別教育修了者でなければ就かせてはならない。

(5)　火薬の使用

　協力業者は、火薬を取り扱う場合には統括安全衛生責任者の指示に基づきその保管に細心の注意を払い、保管設備の維持に努めると共に、消費にあたっては消費量の適性管理にあたらなければならない。

(6) 　持込機械等

協力業者が機械器具等（電動機械工具を含む）を持ち込むときは、所定の「使用届」により統括安全衛生責任者に申請して、許可を得て当該機械に「持込機械受理証」を添付しなければならない。

(7) 　防護設備の除去と復旧（安衛則第２９条）

1 　協力業者は、作業員に危険箇所（開口部，足場，棧橋，踊場等）の囲い手摺又は覆い並びに壁つなぎその他防護設備を無断で取り外しをさせてはならない。

2 　やむをえず取り外す場合は当社職員の許可を得て外し、用済後はただちに復旧して職員に届け出なければならない。

９．労働環境

　(1)　宿舎の環境衛生整備

　協力業者は、使用する作業員宿舎について「建設業付属宿舎規則」に基づく環境衛生整備を常に行い、管理者を定めて十分な管理にあたらせなければならない。

　(2)　整理整頓

協力業者は、常に事故の作業場所を整頓して作業を行い、毎日の作業終了後不用材、発生残材及び機械、工具、備品当を当社の指定する場所に集積又は格納して整理しなければならない。

１０．災害予防

(1) 　火災防止

　協力業者は、たき火をしたり溶接その他火気を使用する場合はその都度あらかじめ届け出るものとし、火気取扱責任者を定めると共に消化器、防火用水等設置して十分な防火管理を行わなければならない。

　(2)　交通災害の防止

　協力業者は、現場の交通災害防止について特に留意し、作業員等に対して適切な教育をしなければならない。

　(3)　災害発生時の処理

　協力業者及び作業員は、現場内で事故又は災害を発見し又は予見したときは、担当業務の如何を問わず直ちに臨機の処置をとると共に、当社に急報しなければならない。

１１．その他

(1) 　朝礼への参加

　協力業者は、現場で開催する朝礼には当日就業する作業員全員を参加させなければならない。

(2) 　規律の維持

　協力業者は、建設主、近隣家屋、軌道、公共施設、通行人及び現場内の他業者に迷惑を及ぼさないよう作業員の作業規律の維持に留意し、監督の責任を負わなければならない。

(3)　労働者災害補償保険の特別加入

　協力業者が一人親方等労働者災害補償保険法（以下、労災法という）の強制適用外の者に工事の全部又は一部を発注するときは、労災法第２８条及び第２９条に定める労働者災害補償保険の特別加入をさせなければならない。

作業員の安全衛生心得

１．規律の遵守

(1) 　職場の秩序を保ち互いに協力しあって着実に業務を遂行すること。

(2) 　酒気をおびて就業しないこと。

２．作業の仕方

(1) 　正しい技能を身につけ、手順を省かないで安全な作業態度を守ること。

　　（無理、ミス等の排除に心掛けること。）

(2) 　定められた合図、誘導、指示を遵守すること。

(3) 　予定外作業が発生した際は、一旦作業を中止して、現場所長へ報告し作業計画を再検討しRAKYを行ってから作業を再開すること。

３．服装．保護具

　作業に適した安全な服装をととのえ、必要な保護具を正しく使用すること。

　（半裸体作業の禁止、清潔な服装の保持、はきもの、保護帽、保護メガネ、安全ベルト等
の正しい利用）

４．危険及び立入禁止区域

(1) 　立入禁止等の標示は必ず守ること。

(2)　危険な区域（クレーンのブームの下、車輪の周囲、高所作業床、落下物危険箇所等）みだりに立ち入らないこと。

５．通路．昇降設備

　　　定められた通路及び昇降設備を使用すること。

６．機　　械

(1) 　機械、電動機又はスイッチ等危険なものはみだりに触れないこと。

(2) 　動力による機械の運転、検査、修繕等は指名者以外は行わないこと。

(3) 　正しい教育訓練を受けてから機械を取り扱うこと。

(4) 　作業中止及び終了時は災害防止の措置をとること。

７．施　　設

(1) 　作業にかかるときは、施設を点検すること。

(2)　作業施設等に不安全な箇所があるときは、そのままにせず直して使用するが是正を申し出ること。

(3)　わからないことは安全衛生責任者又は職員にたずねて行うこと。

８．物の投下．落下

(1) 　安全な投下設備があるか監視人付きでなければ高所から物を落下しないこと。

(2) 　工具・材料等の落下防止、風散防止についても十分注意すること。

９．火気使用

(1) 　許可なく指定以外の場所で喫煙又は焚火をしたり、その他火気を使用しないこと。

(2) 　作業中のくわえ煙草はしないこと。

(3)　許可を受けて火気を使用した者は確実に残り火を始末し、その旨を係員に連絡すること。

(4)　特に可燃物に近接して溶接をするとき又は火気を使用するときは、耐火材で遮断し、且つ適当な消火設備をすること。

１０．整理整頓

　　　作業中及び毎日の作業終了時に整理整頓を行うこと。

１１．健康管理

(1) 　定期に健康診断を受け、常に健康に留意すること。

(2) 　暴飲暴食、睡眠不足、疲労等をさけること。

(3) 　身体に異常があるときは、安全衛生責任者又は職員に申し出ること。

作業主任者の一般職務

1． 当社職員から施工計画又は組立図等の説明を受けて作業方法を打ち合せ、作業に対する安全指示事項の指示を受ける。

2． 作業の方法、時期、手順及び作業員の配置を決定し、安全ミーティング等を通じて作業員に周知徹底を計る。

3． 作業開始前に作業施設、使用機械、器具、工具及び材料を点検すると共に、その使用方法及び手入れについて指導する。

4． 酸素欠乏危険作業等の特定業務については、当該作業人員並びに状況を把握すると共に現場所長へ報告する。

5． 当該作業については直接作業を指揮し、作業中の危険防止に対する指図、注意を行う。

6． 防護帽、安全ベルトその他保護具の使用状況を監視し、材料の上げおろしには、吊り網、吊り袋等を使用させる。

7． 危険な作業を行うときは当社職員と協議のうえ、安全通路の確保及び必要な標示を行い、関係者以外の立入を禁止する。

8． 作業中に崩壊、爆発等危険を発見した場合は、速やかに作業員を退避させる等臨機の処置を行うと共に現場所長へ連絡する。

9． 荒天時等で危険が予想されるときは、その旨を現場所長に申し出て作業を中止させる。

10．予定外作業が発生した時は、一旦作業を中止し現場所長へ連絡し、作業計画を再検討しRAKYを行ってから作業を再開する。
